












【要約】逆流腎症では間質および Bowman 嚢腔内に Ta ㎜一 Horsfall 蛋白が凝集し,ネフロ

ン内の異常尿流動態を示す。この異常凝集物がいかに逆流腎症発生にかかわっているのか

を,実験モデルを通じ検討した。体液性免疫,細胞性免疫機序ともに主たる役割を有する所

見は乏しく,むしろ凝集した同蛋白による物理的濾過障害,二次的な残存糸球体過剰濾過,

またより腎毒性の強い物質の腎内逆流などが,硬化性病変を来たす原因になりうると推察

された。 


